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も ODESHIL 川人展の季節に 
な0ました❶摒粜工房は' 立川人 
展の準«と月刊又<てびあんの糴 
集とでてんてこ典の大騷勦です。 
これがま1し<てやめられま； 
おかげさまで今年ちだ<さんのバ 
ワフル立川人と出会うことができ 
ました。おおせいの方々の疱援を 
いただいて18彩ち順 S に進んでお 
ります。(関連 S 寧 i 中面トツブ) 
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1 月 12 日日 

午後2時から 

柳家小さん 
親子三代落語会 

嫌 • 市民$痛大ホール 

お藺食性 • (26)191) 


一 F やかに甲*四年を迎えさ 
せて項く <:* た*^ A 如苑 
では«年通”大_日|:はど 
なたでも境内#枰の^ ( i を 
管えお待ち中 L 上げます • 
(午後卜時〜午前|畤>また 
除夜の ft を〇くことをご ft 
51 の方は当 ni でお申 L 
出下さい•尚•つく方の人 
ftl :» l ] 限があ oit のでご 
了承下さい—せ • 


マツサラな一年.^始まろぅとしてお 
ります。年の初めに奥如苑でここ 
ろ静かなひと時をお®ごし下さい。 
• H 時 1 月 18cstt ) 2 時彳4時 
•本尊•真如 
宝物館をはじ 
めと L て映画 
など盛りだ， 

さんの用念が 
してございま 
す〇 



軀鬌みび〇•拟 rtn ¥ li 3 Y 
> Tq :相 ftf)>ongl .鬍蘑 •/ 
1)々今 >鉍:)^1.ス>44繡 

令^^3 T > し 

TI glrl K 箩 


〇, 

四 

1 


bvw 切0み不み6霣 SM 
幻本 >^ v?>?t み^。390 
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副都心新宿を 

立川人が光らせた 

斯宿の注友 

ビルの®® 
にクリスマ 

ス向けのゥ 

才—ル•ぺ 

イン T イング {12 n 25 Hi で》が掛 
けられ入氕を呼んだ*ケ.川ぁ柏町 
に住む•板**さん <客»荚断 



太学 T キ X 夕 1 nr ^ H 3 itri -4 *24 
I 一の作ぬである*上年の n 本ィ 
ラストレーシ■ン«で»貧を受« 
それを$っかけ|:この依傾を受け 
るこ ti : なつたそぅです* 

まず•グラフィツクを福き•そ U を 
明：叫の WH 束とイルミネ—シヨン 
•に计上げたので A る•冬来グラフ 
イフクは輿 rl ではないとか•将朿 
* しみな*たくましぃ靑年で1た麟 


脳死を考える出版物 

「光はまだ消えていない」 

日本 - rtK 死について紐‘ 1 >れる 
懺会が赛くなつてさた、去る11::: 
2 « n * H 本 ft 急® ^ 会 <岬_鼓 •杉 
本阪大教授一は • KHir 入の死と a 
め • K %; 者からの Hsflwil * 今 
t する ff ♦会 ft 解を ft 表した ■ 畤 
代の流れ UK 死を3める方^1:向 
かつている•そのなかで•人 rlis 
の開免を免にすべさではなぃか， 


そんな li llfl と) I 玖移16の荚状を • 
今だから知つてほしいと•移 M の 
:: T 象となり^る®矜の立場か.. ra 
つた「光は i だ消ぇていない」が 
** 下田^雄さん < tr . MI » f 1 卞»1 • 

Tf «±> 

にょつて出 

life された • 

考ぇさせ4 
れる一册 r 
ある* 



一 立川クイズ ■ 

初まい令•年： S . ヒやエベス 
(ヱビご講' 告の fe 川辺0のお I 
月はアレ！！レ行事が畫〇だくさん。 

で-^近頃 io た<%られなく 
なつたものも^ります•そのひ t 
つ- 17 ボへボ/さてこれはどんな 
行事だったのでしょうか。 

①お#の和尚さんが新年のあいさ 
つ1:1 i 豕を i わる0子どもたちが 


鬥松やシメカザ y などを K めて« 
やを fir つて ( V - 物に似 
せたつく”物を神様に供ぇる* 

〔12月号の*〕 ❸ 

立) lllfl * 内で猁$されている地点 
で標荔が《4泜いのは«»!六丁 
の多摩川の 3 is で‘* as / c - M ハ 
メ—トル U »も荔いのは»砂 irf'M 
TH 辺りで約一一五メ—トル t 镡 
高斧はおよそ六+メ —卜/ V となわ 
ます‘4川の街はおおむね北岛® 
髙 St い文るようです* 


索 a 


この明_の^*から『今*の 
•シンナンはいつからですか j と4 
ね4れて蟪しかった«1問その1 
のが聃1かったのではな<:シン子 
ンという£規に少なか4ず»灿し 
♦ こは，ベストケ川人 
• WJ の略称なのであった•編生 
«では•いつの間 (1 かペストがと 
れて**立川人展4 t » f ぶことが多 
いが、ジンテンとまでは略してい 
ない' ここまで略称あるいは#称 
で •+ ばれもようにな n ば • i ずま 
ず•この立川に W をおろしたのか 
♦ 

るの<:し¥かかった*はじめの年 
は「見本 J がないので•取 W に 1 T 
っても铨われ*てんで相手にされ 
ない蜗命が較出したが•それで t 
二卜 ft 名がズラリ M うと、. l ) A.ijr 
川もまんざ.りじやないな A •と感 
徵にふけ r た t のであ r た • I か 
L •めば1い人が»垛して1|う 
と*|-竿目から;1种1<なるなあ 
というのが内心であらたが • t . 年 
U に k •ちやん tr ベスト lt ) ll 人」 
1 : “も.不遢 
1:も Itt % 部は*-を「釣堀」 
かなにかのように，釣ってしまえ 
ば魚 U いな<なると思っていたよ 
5な®がある" I か L ' A / II はそ 
んな X ヶールの小さい街ではなか 
った。大河のように^々 tl た邋 
挤を«えて私たちの№1に A った • 
ft 年} i t : はいまの1ベスト立111 
人 •«.! のスケ—ルを恥じるよう 
♦ 

あん R く： It も無きま—に 

♦♦♦♦♦♦♦♦{♦♦♦♦♦ 
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今间の作品は、 
ru 合{かいあわせ)」 
平安時代の、お姫さ 
またちは、こんな M 
の*に描かれた捻を 
合わせて进んだので 
しょう* 

現代のトランプの 
神経袞弱と W じ*铂 
の遊びです。見ているラちに•フ 
ッと手を出して典返しにして見た 
くな〇ません力？ 

「そんな私の部分を®じてもらえ 
る絵を描きたい」と、作者の久 ft 
由: s さんはおつしやいます。 

はじめ*®氏物語に現代と通じ 
るテーマを感じ多く睡材を求めて 
こられたのだそ•フですが*源氏物 
拼の*終章"萝浮掐(ゆめのうき 
はし r を描かれたとき、過去•現 
代•未来が一本につながつている 
ことを®じ、&近現代！！も描くょ 
うにな -0 た t いうことです。 

家年、2月20日から309111ま 
で立川高 ft ® クリエィナィブエ甩 
で個 S が明かれます • 

実物の前に立つとさらに速くを 
絵の中に見るこ t ができるかも知 
れません。 


を集めているのは板來* r さん< 
柏町 >。雄人で力強いゥォ—ルペイ 
ンテイングはネオン街斯宿の中で 
もひときわ光つている◊作家の人 
柄からなのだろぅか？ 

ユニークなところでは、郵便1 u 

のジヤンボアイドルを作り絞けて 

十数年の杉^盛久さ4{立川 ir > 便 

切本局勘務>。苒木市長も鋼道の全 

国市長の中で敢商段保持者と I て 

• H ら登2 T マラソンの野村夫#<» 

士見町〇タイ r « 林 I た立川 JC 

のメンバ--14名。などなど。 

年のはじめのこの時にエネル 

ギー•シヤワ彳をいつばいに浴び 

てみて：卜さい* 


何か、変わつたことをした人というより'周りの人の気持ちを明るくした人。こういう「立 
川人」を丹念に訪問。取材しました。写真も立川の名カメラマンが競つて入魂のシャッターを 
きりました0その写真を|堂に集めて、来春、『立川人•展」を開催します。この写真展は早く 
も7回目を数えます。新年十七日から始まる恒例の立川人展、お見逃しなく！ 

今年 もこん なに面白い人が輩出し ま 
した。 文学賞 もいただきました。 新 

記録 も 出ました。立川 人の 表情を と 

らぇた写真展。それが 立 川人展です A 



まず、文学 {: おいては、「立川は 
兄 «[ 文学が生まれやすい土地なの 
か」といわれる程•重みのある賞が 
2つとも立川在住の作家に•碑いた。 
一人 a 赤い B 文 f 受賞の»水た 
み子さん{杏*町.もぅ一人は•野 
間! C .* 文芸寅受賞の森忠明さん ( 
喂町 . なお•森さんは、作品も立川 

が痺台。立川の新しい味わい方を 

童話の Hi : 界を通 L て見せてくれ；^ 

併^では、小室藍杏さん 嶙町》 

が朝□俳壇貫を受賞された。 


スポ—ツも佗盛〇である。全国 

中学パドミントン大会において、 
シングルの部、*_の米食加奈子 
さん(八中3年牛：)は•五綸強化迸 
手 tl て、中学半でただ一人:麩 
に混じ-〇て選出されている< カス 
I •ナンパー7ンの小林弘子さん 
(立高〇 B >もカス—競技の日本# 
加が a » f されれば、五糍代表の筆 

m に±がつている。水泳では、宵内 

勤さん(砂川町)がマスタ—ズ扣卜 

代の部、新！ e 録遑改である。百メ| 

トル妓争のスタ—トダッシュのよ 


ぅな全身の神経を i ^ t る「百人 

•筲 J は、もはやスポ—ツと莒-〇て 

いいだろぅ。丸弁类奈子ちゃん2 
川市大山小 C ' T 校四年)はその tf : 界 
で早く t 天才少女と«されている** 
全 B 本女性チヤンビォン(カルタ 
羿のクィーン》も夢ではない。 

長年の功 « L しては#業 U 術に寄 
与した鈴木 K 太郎さん(宙士兄町〇 

拓本技術に深く業禎を刻んだ小川 

準 I さん《曙町>があげられる。 

芸術部門でも頑張つている。二 

科展連統入選、 M . KM 催と梢力的 

に活»!されているア—トディレク 

夕|の鉢呂祐二さん<絲町)は、写 

真に*色していく，ユ-一—クな技 

法による#色写 A 「ポエグラフ L . で 

今、マス n ミから広く注目を^め 

ている。斯宿住友ビルの大锭_ 

イルミネ—シヨンを描いて、話扭 


立川 • h^^^a 
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漢字 I 字挿入せよ 

花おおければ 

すくなし 

▼意見とは 

つくほど練れる 
































































